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日
本
に
受
け
入
れ
求
め
る
が
、看
護
師
不
足
 

フィリピン 

POEAのホームページから 

　
一
〇
月
二
五
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、

第
五
回
目
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
日
比
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
に
引
き
続
き
、
外

国
人
労
働
者
、
特
に
看
護
師
と
介
護
士
の
受

け
入
れ
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
。
日
本
の

国
家
資
格
取
得
を
条
件
に
、
受
け
入
れ
人
数

を
制
限
（
年
に
看
護
師
、
介
護
士
各
一
〇
〇

人
、
計
二
〇
〇
人
）
し
た
う
え
で
、
特
定
活

動
ビ
ザ
に
よ
る
入
国
、
就
労
を
認
め
る
と
い

う
の
が
日
本
政
府
の
方
針
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
は
、
「
国
家
資
格
取
得
後
は
在
留
期
間
制

限
を
な
く
す
」
と
い
う
日
本
側
の
提
案
を
受

け
、
就
労
年
数
制
限
が
事
実
上
撤
廃
さ
れ
た

こ
と
に
理
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
看
護
師

に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
提
案
を
受
け
入
れ

る
一
方
、
介
護
士
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
人

同
様
、
介
護
福
祉
資
格
を
取
得
し
な
く
て
も

介
護
労
働
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
」
と

指
摘
。
受
け
入
れ
人
数
の
上
限
設
定
に
も
強

く
反
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、

入
国
後
に
日
本
国
内
の
専
門
学
校
等
で
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
認
め
る

と
い
う
新
提
案
を
示
し
た
。
受
け
入
れ
人
数

枠
に
つ
い
て
は
平
行
線
の
ま
ま
だ
が
、
年
内

合
意
に
向
け
て
交
渉
は
山
場
を
迎
え
た
と
い

え
る
。 

   

海
外
雇
用
政
策

の
変
遷 

　
海
外
雇
用
庁
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ａ
＝Philippine 

O
verseas Em

ploym
ent Adm

inistration

）

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
の
海
外
で
働
く
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
数
は
、
八
六
万
七
九
六

九
人
。
イ
ラ
ク
戦
争
や
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
）
等
の
影
響
を
受
け
、
前
年
実
績
比
二
・

七
％
減
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
海
外
労
働
者

数
が
減
少
し
た
一
方
で
、
彼
ら
か
ら
の
送
金

額
（
二
〇
〇
三
年
通
年
）
は
、
七
六
億
米
ド

ル
で
、
前
年
よ
り
六
・
三
％
増
加
し
て
い
る
。

送
金
額
の
上
昇
は
、
陸
上
ベ
ー
ス
の
比
較
的

賃
金
の
高
い
職
（
看
護
師
や
介
護
士
、
事
務

職
）
に
就
く
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め

と
さ
れ
る
。 

 

海
外
労
働
者
か
ら
の
送
金
に
国
内
経
済
を

支
え
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
労
働

者
の
海
外
へ
の
送
り
出
し
機
会
の
開
発
を
国

の
政
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
と
い
う
特
徴

を
も
つ
。
現
在
、
海
外
雇
用
政
策
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
一
九

八
二
年
に
設
立
さ
れ
た
海
外
雇
用
庁
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、

「
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
債
務
の
増
大
」

と
「
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
に
沸
く
中
東
で
の
建
設

労
働
者
を
中
心
と
し
た
労
働
力
需
要
」
と
い

う
二
つ
の
側
面
で
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
、
開
発
政
策
の
一
環
と
し
て
「
新
労
働

法
」（
一
九
七
四
年
）
の
も
と
、
海
外
雇
用
政

策
に
着
手
。
そ
の
目
的
は
、
失
業
問
題
の
解

決
と
外
貨
獲
得（
対
外
債
務
返
済
の
た
め
）、

そ
し
て
海
外
か
ら
の
新
技
術
の
導
入
で
あ
り
、

国
内
の
雇
用
機
会
創
出
が
実
現
す
る
ま
で
の
、

あ
く
ま
で
も
「
短
期
的
政
策
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
七
五
年
か
ら
八
六
年
の
一
〇
年
間
で
、

海
外
労
働
者
数
は
約
一
二
倍
に
ま
で
拡
大
す

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
海
外
か
ら
の
送
金
義

務
や
就
労
先
の
待
遇
等
に
関
す
る
問
題
が
浮

上
。
海
外
雇
用
へ
の
国
家
的
依
存
度
が
年
々

高
ま
る
な
か
、
海
外
雇
用
政
策
は
も
は
や
一

時
期
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
う
け
て
、
「
移
住
労
働

者
と
海
外
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
関
す
る
九
五
年

法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
「
九
五
年
法
」

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
外
雇
用
政
策
の
「
転

換
点
」
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴

は
、
初
め
て
「
経
済
成
長
の
維
持
と
国
家
開

発
の
手
段
と
し
て
海
外
雇
用
を
促
進
す
る
こ

と
は
し
な
い
」
と
明
言
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
基
本
的
に
は
熟
練
労
働
者
の
み
海

外
に
送
り
出
す
と
い
う
「
選
択
的
送
り
出
し
」

の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
低
熟
練
で
あ
る
が
た
め
に
、
海
外
労
働

者
が
就
労
先
で
劣
悪
な
労
働
条
件
や
虐
待
を

受
け
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一

九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
海
外
就
労
者
に
お
け

る
女
性
比
率
の
増
加（「
海
外
労
働
者
の
女
性

化
」）と
と
も
に
顕
在
化
し
た
、
就
労
先
で
の

彼
女
た
ち
の
待
遇
等
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
存

在
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
九
五
年
法
」
で
は
、
「
労

働
者
保
護
」
を
優
先
し
、
「
適
正
な
送
り
出

し
」
を
実
現
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
海
外
へ

の
労
働
者
の
送
り
出
し
の
停
止
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
済
危

機
や
政
権
交
代
を
経
て
、
「
九
五
年
法
」
は
、

「
労
働
者
保
護
」
よ
り
も
「
適
正
な
送
り
出

し
」
に
力
点
が
移
さ
れ
て
い
く
。 

　
二
〇
〇
一
年
に
誕
生
し
た
ア
ロ
ヨ
政
権
で

は
、
海
外
労
働
者
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
を

認
め
、
特
に
専
門
職
種
の
労
働
市
場
の
確
保

に
積
極
的
な
海
外
雇
用
政
策
を
展
開
。
現
在

も
方
針
に
変
化
は
な
い
。
政
府
は
、
欧
米
に
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増
加
す
る
海
外
就
労
圧
力
と
適
正
化
の
模
索
 

中国 

お
け
る
看
護
職
、
教
師
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
、
船

員
と
い
っ
た
職
種
の
需
要
増
加
を
強
調
。
こ

う
し
た
専
門
職
の
賃
金
は
他
の
職
種
に
比
べ

高
く
、
彼
ら
か
ら
の
送
金
は
、
低
迷
が
続
く

国
内
経
済
を
支
え
、
「
最
大
の
輸
出
品
が
労

働
力
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。 

  

　
国
内
は
看
護
師
・
医
師
不
足 

　
海
外
雇
用
庁
に
よ
れ
ば
、
今
日
ま
で
に
海

外
で
の
職
を
求
め
て
国
を
去
っ
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
看
護
師
は
、
お
よ
そ
三
〇
万
人
。
現
在
、

海
外
で
働
く
看
護
師
は
、
全
体
の
約
八
五
％

と
さ
れ
る
。
行
き
先
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・

英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
リ
ビ
ア
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
米
国
・
台
湾
な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら

の
国
々
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
看
護
師
資
格
だ

け
で
就
労
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

一
定
の
制
限
を
設
け
て
い
る
（
た
だ
し
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
は
、
語
学
力
や
看
護
の

能
力
な
ど
を
個
別
に
評
価
し
た
う
え
で
柔
軟

に
受
け
入
れ
て
い
る
）。 

 

少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
先
進
国
で
は
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
重
労
働
で
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
な
ど
の
危
険
性
と
隣
り
合
わ
せ
の
看

護
師
を
目
指
す
若
者
が
減
少
。
国
内
の
看
護

師
不
足
に
悩
む
先
進
諸
国
で
は
、
外
国
か
ら

の
移
民
看
護
師
で
補
お
う
と
す
る
動
き
が
顕

著
だ
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
看
護
師
た
ち

は
、
国
内
の
低
賃
金
・
就
労
環
境
の
悪
さ
か

ら
、
海
外
で
の
就
労
を
希
望
す
る
者
が
増
加

し
て
い
る
。 

 

看
護
師
不
足
に
悩
む
先
進
国
の
需
要
に
応

え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
達
が
海
外
へ

渡
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
自
国
の
経
済
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
で
い
く
と
、
近
い
将
来
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

内
で
は
看
護
師
の
人
材
不
足
と
い
う
問
題
に

直
面
す
る
。
特
に
地
方
で
は
、
地
元
よ
り
も

高
い
賃
金
を
求
め
て
看
護
師
た
ち
は
、
ま
ず

都
市
部
を
目
指
す
。
そ
し
て
都
市
部
か
ら
、

さ
ら
に
高
賃
金
・
好
条
件
を
求
め
て
国
外
へ

出
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
地
方
で
は
常
に
看

護
師
が
不
足
し
、
そ
の
た
め
に
さ
ら
に
就
業

環
境
が
悪
化
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
ひ
き
お

こ
し
て
い
る
。 

 

看
護
師
だ
け
で
な
く
、
就
業
環
境
の
悪
さ

か
ら
海
外
で
の
職
を
求
め
る
医
師
も
増
加
。

な
か
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
就
労
ビ
ザ
取
得
の

た
め
に
看
護
学
校
に
入
学
し
、
新
た
に
看
護

師
の
資
格
を
取
得
す
る
医
師
ま
で
い
る
。 

 

こ
う
し
た
看
護
師
や
医
師
の
海
外
流
出
は

、

単
な
る
人
材
不
足
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
医
療
体
制
そ
の
も
の
を
危
機

的
状
況
に
陥
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
Ｐ

Ｎ
Ａ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
看
護
師
協
会
）
は
、
看

護
師
の
待
遇
の
改
善
を
主
張
。
政
府
も
同
様

の
指
摘
を
し
て
い
る
。
ギ
ン
ゴ
ナ
副
大
統
領

（
二
〇
〇
三
年
当
時
）
は
「
政
府
主
導
に
よ

る
制
度
の
見
直
し
の
必
要
性
」
を
説
き
、
ダ

イ
リ
ッ
ト
保
健
相
も
現
行
の
看
護
師
教
育
・

育
成
制
度
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
、
そ
の
第
一
歩
が
「
国
内
の
看
護
師
の

給
与
水
準
の
引
き
上
げ
で
あ
る
」
と
主
張
。

同
相
は
、
「
国
内
の
経
済
状
況
と
就
業
機
会

の
不
足
」
が
問
題
で
あ
り
、
少
し
で
も
早
く

職
場
経
験
を
積
め
る
よ
う
に
、
看
護
師
の
育

成
過
程
を
早
め
る
よ
う
現
行
制
度
を
変
更
す

る
意
向
を
示
し
て
い
る
。 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
年
間
一
万
人
以
上
の
看

護
師
が
新
し
く
輩
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

国
内
に
就
業
す
る
の
は
数
百
人
程
度
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
数
だ
け
が
問
題
な
の
で

は
な
い
。
経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
や

優
秀
な
看
護
師
た
ち
が
、
海
外
で
の
よ
り
良

い
就
業
環
境
を
求
め
て
国
を
去
る
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
二
流
」
の
看
護
師
が
国
内
に
残

さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
同
時
に
、
看
護
師

の
育
成
を
担
う
べ
き
人
材
の
不
足
を
意
味
す

る
。
現
在
の
よ
う
に
看
護
師
養
成
の
学
校
が

た
だ
増
え
る
だ
け
で
は
、
そ
の
質
は
向
上
し

な
い
。
よ
り
高
度
な
技
術
と
高
い
能
力
を
持

つ
看
護
師
を
育
成
す
る
た
め
に
も
、
優
秀
な

指
導
者
・
育
成
者
が
必
要
で
あ
る
。
彼
ら
が

国
内
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、
一

度
海
外
へ
出
て
し
ま
っ
た
優
秀
な
人
材
が
、

指
導
者
と
し
て
安
心
し
、
か
つ
や
り
が
い
を

感
じ
て
国
内
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
国
内
の
看
護
師
の
就
業
環
境
の
改

善
が
必
要
と
さ
れ
る
。 

 

日
本
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
行
方
が
注
目
さ

れ
る
な
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
日
本
語
や

介
護
の
勉
強
、
日
本
の
施
設
で
の
研
修
の
実

施
等
、
人
材
を
送
り
出
す
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
四
年
九
月

に
は
、
国
営
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
合
病
院
（
Ｐ

Ｇ
Ｈ
）
で
、
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
に
向
け
た

法
整
備
を
求
め
て
、
看
護
師
・
医
師
達
が
デ

モ
を
行
っ
た
。
既
に
海
外
で
働
い
て
い
る
看

護
師
た
ち
の
移
住
先
で
の
待
遇
問
題
も
浮
上

し
て
い
る
。 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
日
本
に
強
く
求
め
る
労
働

市
場
の
開
放
。
看
護
師
、
介
護
士
の
受
け
入

れ
に
関
す
る
合
意
が
実
現
し
て
も
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。 
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ent 
 Philippines running out of good nurses, doc-
tors, N

ovem
ber 9.2003, The M

anila Tim
es 

他 

　
　
　
　 

（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 

　
二
〇
〇
三
年
の
経
済
成
長
率
が
九
・
一
％

を
記
録
し
、
現
在
も
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る

勢
い
で
成
長
を
続
け
る
中
国
。
経
済
バ
ブ
ル

の
崩
壊
が
憂
慮
さ
れ
る
中
で
、
人
民
元
の
切

り
上
げ
や
金
融
の
引
き
締
め
な
ど
政
府
の
慎

重
な
政
策
対
応
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
動
向
は
世
界
各
国
か
ら
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。 

　
そ
の
中
国
で
は
現
在
、
農
村
余
剰
労
働
力

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
と
い
う

問
題
が
経
済
成
長
を
今
後
順
調
に
進
め
る
た

め
の
基
礎
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

先
に
発
表
さ
れ
た
「
中
国
就
業
状
況
と
政
策
」

白
書
で
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
中
国
の
労

働
力
は
、
毎
年
平
均
五
五
〇
万
人
増
加
し
続

け
、
労
働
適
齢
人
口
の
総
規
模
は
、
九
・
四

億
人
に
膨
れ
上
が
る
と
予
想
し
て
お
り
、
現

在
で
も
一
・
五
億
人
の
農
村
余
剰
労
働
力
が

農
村
か
ら
の
移
転
就
労
を
必
要
と
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。 

　
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
国
内
の
農
村
か 
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都市への人口集中が送り出し圧力に（北京市内） 

ら
都
市
へ
の
労
働
移
動
に
加
え
、
海
外
へ
の

労
務
輸
出
圧
力
も
自
然
と
高
ま
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
「
第
一
〇
次

五
カ
年
計
画
」
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
走
出

去
」
戦
略
に
よ
る
企
業
の
海
外
進
出
を
支
え

る
高
度
技
能
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て

い
る
。 

   

労
働
者
送

り
出
し
の
類
型 

　
労
働
社
会
保
障
部
国
際
労
働
情
報
研
究
所

の
馬
永
堂
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
政
策
対
応

を
具
体
化
し
た
中
国
の
海
外
へ
の
労
務
輸
出

の
形
態
に
は
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す

る
。
ひ
と
つ
は
、
海
外
と
の
技
術
協
力
を
目

的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
①
労
務
協
力
協
定

の
よ
う
な
二
国
間
の
政
府
協
定
②
個
別
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
海
外
と
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
契
約
③
海
外
企
業
の
具
体
的

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
契
約
④
中
国
と
の
合
弁
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
派
遣
―
―
な
ど

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
よ
り
根

強
い
類
型
と
し
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

個
人
が
親
類
縁
者
な
ど
の
伝
手
で
海
外
に
渡

り
就
労
す
る
と
い
う
形
態
が
あ
る
。 

 

　 
 

技
術
協
力
等

に
よ
る
送
り
出
し 

　
の
具
体
的
手
続
き 

　
技
術
協
力
等
の
公
の
理
由
で
出
国
し
海
外

で
技
能
研
修
や
就
労
を
行
う
場
合
、
窓
口
は

大
き
く
分
け
て
、
①
国
家
外
国
専
家
局
が
所

管
す
る
系
統
②
商
務
部
が
所
管
す
る
系
統
の

二
つ
が
あ
る
。 

　
国
家
外
国
専
家
局
は
、
中
国
対
外
応
用
技

術
交
流
促
進
会
、
中
国
国
際
人
材
交
流
協
会

な
ど
国
レ
ベ
ル
の
八
団
体
を
傘
下
に
も
ち
、

そ
の
八
団
体
と
連
携
し
た
仲
介
組
織
と
し
て

国
か
ら
の
資
格
認
定
証
を
受
け
た
地
方
組
織

等
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
海
外
研
修
生
、

就
労
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
全

体
的
傾
向
と
し
て
海
外
の
進
ん
だ
技
術
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
商
務
部
で
は
、
資
格
認
定
を
受
け

た
全
国
各
地
の
経
済
団
体
等
が
個
別
に
派
遣

対
象
者
を
選
定
し
て
い
る
。
貿
易
や
合
弁
の

推
進
に
力
点
を
お
く
傾
向
が
あ
る
。 

　
海
外
へ
の
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
「
対
外

労
務
合
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審
査
規
定
」
「
海

外
に
派
遣
す
る
労
務
人
員
の
教
育
訓
練
と
管

理
の
規
定
」
「
中
国
と
海
外
の
合
弁
企
業
や

提
携
企
業
と
職
業
斡
旋
機
関
の
設
立
に
関
す

る
管
理
の
暫
定
規
定
」
「
外
国
の
就
業
斡
旋

の
管
理
規
定
」
な
ど
に
基
づ
く
ほ
か
、
各
省

レ
ベ
ル
で
も
国
際
人
材
に
関
す
る
諸
規
定
や

綱
領
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
人
選
、
資
格
、

手
続
き
の
細
目
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
対
象
者
は
、
高
度
技
能
者
と
未
熟
練
労
働

者
に
二
分
さ
れ
る
。
派
遣
期
間
は
、
一
年
間

か
ら
二
年
間
と
短
期
で
あ
る
場
合
が
多
い
。 

　
海
外
に
研
修
生
や
労
働
者
を
派
遣
す
る
場

合
、
国
家
外
国
専
家
局
や
商
務
部
に
認
定
さ

れ
た
仲
介
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
は
、
派
遣
契
約

の
内
容
、
派
遣
先
国
の
法
律
、
政
治
経
済
、

言
語
、
生
活
文
化
等
に
つ
い
て
出
国
前
研
修

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

   

海
外

へ
の
送
り
出
し
の
実
情 

 

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
海
外
就

労
に
関
し
て
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
と
、

先
述
の
馬
教
授
は
指
摘
す
る
。
過
去
一
〇
年

間
に
二
四
五
万
人
が
研
修
や
就
労
に
従
事
し
、

総
計
一
億
四
四
六
万
米
ド
ル
の
報
酬
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。 

　
渡
航
先
は
、
日
本
以
外
に
も
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
米
諸
国
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
　 

 

個
人
に
よ
る
海
外
就
労
の
数
は
、
相
対
的

に
ま
だ
多
く
は
な
い
が
、
国
家
外
国
専
家
局

の
推
計
に
よ
る
と
九
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で

八
万
人
、
二
〇
〇
三
年
の
一
年
間
に
一
万
人

が
就
労
目
的
で
海
外
に
出
て
い
る
。 

 

歴
史
的
に
見
て
、
中
国
で
は
、
三
〇
〇
年

以
上
前
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ば
か
り
で
な
く
欧

米
諸
国
に
ま
で
移
民
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一

九
七
八
年
以
来
、
改
革
開
放
が
進
む
中
で
、

先
に
移
民
し
た
東
南
ア
ジ
ア
華
人
を
中
心
と

し
た
「
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
の
投
資

が
中
国
の
経
済
発
展
の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
華
人
、
華
僑
は
、
九
〇
年

代
半
ば
に
す
で
に
五
〇
〇
〇
万
人
存
在
し
て

い
た
。 

　
社
会
科
学
院
の
王
春
光
教
授
は
、
一
九
七

五
年
頃
ま
で
政
治
難
民
と
し
て
処
遇
さ
れ
て

き
た
欧
州
の
華
人
は
、
そ
の
後
、
政
治
、
経

済
、
社
会
の
安
定
し
た
基
盤
を
得
て
、
現
在

で
は
良
好
な
環
境
を
築
い
て
お
り
、
そ
う
い

っ
た
華
人
の
支
援
を
得
て
、
今
後
、
毎
年
五

〇
万
か
ら
六
〇
万
の
労
働
力
の
不
足
が
予
想

さ
れ
る
欧
州
を
海
外
就
労
先
と
し
て
視
野
に

い
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。 

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
以
降
、
中
国
で
は
欧
米
と
の

関
係
が
、
生
産
流
通
、
情
報
通
信
、
科
学
技

術
な
ど
多
方
面
で
密
接
に
な
り
、
頻
繁
な
交

流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

欧
米
諸
国
で
の
海
外
就
労
機
会
も
加
速
的
に

増
加
し
て
お
り
、
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
送
り
出
し
以
外
に
も
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
や
移
民
先
と
し
て
の
将
来
性
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。 

 

　
　 

 

現
状

と
課
題 

　
経
済
成
長
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の
就
業

問
題
。
労
務
提
携
を
国
内
の
み
な
ら
ず
全
世

界
に
向
け
模
索
す
る
中
国
で
あ
る
が
、
国
が

認
定
す
る
経
営
資
格
を
も
た
な
い
闇
の
仲
介

組
織
が
後
を
絶
た
ず
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。 

 

中
国
中
央
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
「
自
由
工
」
と
呼
ば

れ
る
中
国
か
ら
の
違
法
就
労
者
の
問
題
が
深

刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
仲
介
組
織

を
通
じ
て
就
業
ビ
ザ
を
取
得
し
、
合
法
的
に

中
国
を
出
国
し
た
労
働
者
が
、
渡
航
し
た
先

に
は
、
会
社
も
工
場
も
な
い
。
調
べ
て
み
る

と
、
世
話
に
な
っ
た
仲
介
業
者
は
国
か
ら
の

認
定
の
な
い
違
法
仲
介
業
者
で
あ
っ
た
。
渡

航
者
は
、
そ
の
仲
介
業
者
に
パ
ス
ポ
ー
ト
も

ビ
ザ
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
人
は
、
帰
国
す

る
こ
と
も
出
来
な
い
。
現
地
で
違
法
就
労
の

臨
時
工
と
な
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
違
法

就
労
へ
の
取
り
締
ま
り
も
厳
し
く
、
結
局
強

制
帰
国
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
ケ
ー

ス
が
後
を
た
た
な
い
。
違
法
仲
介
業
者
に
多

額
の
研
修
費
用
を
騙
し
取
ら
れ
る
と
い
う
事
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受
け
入
れ
、送
り
出
し
の
両
面
を
も
つ
国
 

タイ 
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本
や
韓
国
で
も

同
様
の
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。 

 
大
手
仲
介
組
織
の
経
営
者
は
、
国
の
規
定

を
根
拠
に
、
①
経
営
資
格
を
も
っ
て
い
る
組

織
で
あ
る
こ
と
②
派
遣
の
た
め
の
保
障
金
額

が
契
約
報
酬
の
二
〇
％
に
お
さ
ま
っ
て
い
る

こ
と
③
契
約
内
容
を
仔
細
に
研
究
す
る
こ
と

④
追
跡
調
査
が
可
能
で
あ
る
こ
と
―
な
ど
に

注
意
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
経
済
の
国

際
化
と
と
も
に
、
人
の
移
動
も
拡
大
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
法
律
や
管
理
の
あ
り
方

が
不
十
分
で
あ
る
と
有
識
者
は
指
摘
す
る
。

こ
の
意
味
で
、
移
民
局
の
設
立
、
法
律
の
整

備
、
国
際
労
務
協
力
の
管
理
体
制
の
整
備
、

海
外
就
労
の
た
め
の
手
続
き
の
簡
素
化
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
権
利
を
保

護
し
、
経
済
発
展
を
促
進
す
る
適
正
な
政
策

の
策
定
と
制
度
の
運
営
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

（
国
際
研
究
部
　
主
任
調
査
員 

 

野
村
か
す
み
） 

　
ア
ジ
ア
経
済
危
機
か
ら
七
年
。
当
時
建
設

が
途
中
で
中
止
と
な
っ
た
ビ
ル
に
再
び
改
築

の
手
が
入
り
、
街
に
は
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
や

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
広
告
が
あ
ふ
れ
、
バ
ン

コ
ク
市
内
は
今
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。
タ
イ
の

経
済
回
復
は
順
調
で
、
建
設
業
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
分
野
で
労
働
需
要
が
再
び
伸
び

始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
建
設
業
な
ど
に
み

る
重
労
働
が
、
近
年
タ
イ
人
労
働
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
職
種
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
な
ど
外
国
人
労

働
者
の
増
加
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
一
方
、
タ

イ
人
労
働
者
の
海
外
出
稼
ぎ
人
気
も
い
ま
だ

高
く
、
特
に
台
湾
を
中
心
と
し
た
近
隣
諸
国

に
二
年
程
度
出
稼
ぎ
し
、
大
金
を
故
郷
に
送

金
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
現

在
の
タ
イ
は
、
送
り
出
し
国
と
し
て
の
顔
と
、

受
け
入
れ
国
と
し
て
の
顔
の
二
つ
を
併
せ
持

つ
。
従
来
の
タ
イ
に
対
す
る
認
識
は
、
前
者

が
強
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
現
在
で
は
後
者

の
現
象
が
、
タ
イ
の
経
済
や
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

め
ぐ
る
交
渉
で
わ
が
国
で
も
注
目
さ
れ
る
タ

イ
の
、
労
働
者
の
移
動
と
い
う
テ
ー
マ
に
焦

点
を
あ
て
考
察
し
て
み
る
。 
 

   

人
気
渡
航
先
国

は 

　
台
湾
、ブ
ル
ネ
イ
、香
港
な
ど 

　
現
在
、
海
外
で
働
く
タ
イ
人
は
登
録
済
み

労
働
者
で
約
五
五
万
人
、
不
法
就
労
者
を
含

め
る
と
約
百
万
人
程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
。

渡
航
先
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
（
台
湾
、
ブ
ル
ネ

イ
、
香
港
、
韓
国
、
日
本
な
ど
）
と
、
中
東

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
リ
ビ

ア
な
ど
）
が
多
い
。
海
外
出
稼
ぎ
が
始
ま
っ

た
当
初
の
一
九
八
〇
年
代
は
中
東
の
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
へ
の
渡
航
者
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、

一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
以
後
は
、
台
湾
が

人
気
渡
航
先
国
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
渡
航

を
希
望
す
る
労
働
者
は
、
全
国
に
約
二
七
〇

社
あ
る
と
い
わ
れ
る
民
間
の
海
外
出
稼
ぎ
斡

旋
業
者
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
か
ら
仕
事
の
斡
旋

を
受
け
る
。
し
か
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
詐

欺
事
件
、
不
法
に
高
い
斡
旋
料
、
海
外
渡
航

先
で
の
不
利
な
就
労
条
件
、
人
権
侵
害
問
題

な
ど
様
々
な
問
題
が
取
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
保
護
は
十
分
と
は
い
え
な

い
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。 

 

海
外
へ
出
稼
ぎ
を
希
望
す
る
者
の
多
く
は

、

経
済
的
に
不
利
な
条
件
を
抱
え
る
東
北
地
方

の
農
民
で
あ
り
、
海
外
渡
航
経
験
は
初
め
て

で
、
海
外
で
の
文
化
や
語
学
に
ハ
ン
デ
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東

北
部
の
農
村
地
帯
で
は
、
村
に
回
っ
て
く
る

斡
旋
業
者
に
二
〇
万
バ
ー
ツ
（
約
六
〇
万
円
）

程
度
の
斡
旋
料
を
支
払
っ
て
、
二
年
の
就
労

契
約
を
結
び
、
渡
航
す
る
。
斡
旋
料
は
、
複

数
の
親
戚
か
ら
借
り
て
工
面
す
る
か
、
渡
航

先
で
の
月
収
か
ら
月
賦
で
返
済
す
る
方
法
が

あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
渡
航
し
た
労
働
者

は
、
建
設
業
や
工
場
労
働
者
と
し
て
、
月
収

二
〜
三
万
バ
ー
ツ
を
稼
ぎ
、
そ
の
う
ち
の
ほ

と
ん
ど
を
故
郷
の
家
族
に
仕
送
り
し
て
い
る
。

彼
ら
が
仮
に
バ
ン
コ
ク
の
建
設
現
場
で
働
い

て
も
、
日
給
最
低
賃
金
の
一
七
〇
バ
ー
ツ
、

月
給
に
し
て
五
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
程
度
に
し
か

な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
頷
け
る
話
だ
。 

   
受

け
入
れ
は
ミ
ヤ
ン
マ
ー
、
　

　
ラ
オ
ス
な
ど
近
隣
諸
国
か
ら 

 

一
方
、
タ
イ
の
受
け
入
れ
国
と
し
て
の
状

況
を
見
て
み
よ
う
。
タ
イ
が
外
国
人
労
働
者

を
受
け
入
れ
て
き
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代

か
ら
で
、
一
九
七
八
年
に
初
の
外
国
人
労
働

者
法
が
制
定
さ
れ
た
。
次
い
で
一
九
八
〇
年

代
の
経
済
の
高
成
長
期
に
、
労
働
市
場
が
逼

迫
し
、
特
に
労
働
集
約
的
な
建
設
分
野
や
農

業
関
連
分
野
で
労
働
者
不
足
が
起
き
た
。
し

か
し
、
経
済
規
模
が
拡
大
す
る
の
に
伴
い
、

タ
イ
人
も
次
第
に
い
わ
ゆ
る
三
Ｋ
労
働
を
敬

遠
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
分
野
の
使
用

者
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
タ
イ
政
府
は

つ
い
に
一
九
九
六
年
か
ら
外
国
人
労
働
者
の

合
法
的
な
雇
用
登
録
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
は
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
の
流
れ
を
再
び
変
化
さ
せ

る
。
危
機
以
降
、
タ
イ
経
済
は
低
迷
し
、
タ

イ
人
の
失
業
問
題
が
顕
著
化
す
る
に
つ
れ
て
、

タ
イ
国
民
の
雇
用
確
保
が
優
先
と
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
外
国
人
の
登
録
雇
用
者
数
を
著

し
く
低
く
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ

が
外
国
人
労
働
者
の
就
労
し
て
い
た
業
種
に

タ
イ
人
を
雇
用
さ
せ
る
こ
と
で
失
業
問
題
を

緩
和
し
よ
う
と
い
う
安
易
な
考
え
は
、
現
実

の
労
働
市
場
に
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
労

働
市
場
は
す
で
に
二
極
分
化
し
て
お
り
、
不

況
時
と
は
い
え
三
Ｋ
業
種
へ
の
就
業
を
希
望

す
る
タ
イ
人
は
少
な
く
、
同
分
野
の
使
用
者

ら
は
相
変
わ
ら
ず
の
労
働
力
不
足
に
悩
ま
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
後
経
済
が
回
復

す
る
に
つ
れ
て
、
経
済
危
機
後
一
〇
万
人
と

制
限
さ
れ
て
い
た
外
国
人
雇
用
登
録
の
制
限

も
二
〇
〇
四
年
に
撤
廃
さ
れ
た
。 

 

タ
イ
周
辺
国
か
ら
の
労
働
者
受
け
入
れ
は

、

単
純
労
働
の
業
種
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
経

済
危
機
後
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
が
許

可
さ
れ
た
分
野
は
、
①
陸
・
水
上
運
輸
、
鉱

物
採
掘
、
陶
器
・
レ
ン
ガ
製
造
、
建
設
、
精

米
、
穀
物
加
工
工
場
、
製
材
②
漁
業
・
関
連

産
業
、
魚
醤
工
場
、
製
氷
工
場
③
未
熟
練
労

働
者
を
必
要
と
す
る
労
働
集
約
的
工
場
④
メ

イ
ド
、
洗
濯
作
業
員
⑤
畜
産
⑥
果
樹
園
、
ゴ

ム
・
ヤ
シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
―
―
の
六
業

種
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
タ
イ
人
の
労
働
供
給

が
少
な
い
分
野
だ
と
い
え
る
。
二
〇
〇
三
年 
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表1　業種別・臨時許可取得外国人労働者数 

一般労働 

漁業労働 

工場労働 

家政婦 

家畜飼育牧場 

農　場 

ミャンマー ラオス 

2003年閣議決定 
業　種 

合　計 

カンボジア 合　計 

53,291 

46,442 

46,634 

40,909 

9,292 

51,223 

247,791

3,217 

761 

4,897 

9,265 

975 

2,199 

21,314

4,447 

8,659 

1,224 

2,511 

870 

1,964 

19,675

60,955 

55,862 

52,755 

52,685 

11,137 

55,386 

288,780
出典：週刊タイ経済2004年10月4日号 

表2　2004～2006年の外国人労働者需要予測 

一般労働 

漁業関連 

工場労働 

家政婦 

栽　培 

畜　産 

2004年 2005年 

必要数（人） 
事　業 

合　計 

2006年 

94,965 

124,426 

125,126 

79,960 

85,089 

17,715 

527,281

98,231 

124,591 

125,834 

80,865 

86,863 

17,741 

534,125

94,098 

125,506 

133,266 

80,888 

87,566 

17,744 

539,068
出典：チュラロンコン大学、タイ開発研究所、マヒドン大学人口社会研究所 
 　　「2003-2005年のタイの国内移動労働者雇用の需要」調査研究 

一
二
月
末
時
点
で
の
登
録
済
み
外
国
人
労
働

者
は
約
二
八
万
八
〇
〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち

二
四
万
七
〇
〇
〇
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、
ラ

オ
ス
人
が
二
万
一
〇
〇
〇
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
が
一
万
九
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る（
表

１
）。
し
か
し
、
実
際
に
不
法
に
就
労
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
国
の
労
働
者
は
合
わ
せ
て
一

〇
〇
万
〜
二
〇
〇
万
人
に
上
る
の
で
は
な
い

か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
登
録
制
度

を
変
更
し
た
二
〇
〇
四
年
の
状
況
は
、
外
国

人
労
働
者
一
二
六
万
九
〇
七
四
人
、
そ
の
う

ち
九
〇
万
五
八
八
一
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、

一
七
万
三
七
七
五
人
が
ラ
オ
ス
人
、
一
五
万

七
三
三
二
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
あ
っ
た
（
二

〇
〇
四
年
七
月
二
九
日
ま
で
に
労
働
省
外
国

人
労
働
者
管
理
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た
数
）。

地
方
別
で
は
バ
ン
コ
ク
で
の
就
業
者
が
一
九

万
人
と
最
大
で
、
つ
い
で
タ
ー
ク
県
、
サ
ム

ッ
ト
サ
コ
ン
県
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
、
ラ
ノ
ン

県
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
と
続
い
て
い
る
。 

 

外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
問
題
と
し
て
は

、

労
働
者
の
保
護
制
度
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な

い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
労
働
者
の
法
定
最
低

賃
金
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
労
働
者
保

護
の
認
識
も
あ
ま
り
高
く
な
い
。
ス
ラ
ム
労

働
者
な
ど
タ
イ
人
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
労

働
者
の
保
護
政
策
が
行
き
届
か
な
い
状
況
の

中
で
、
外
国
人
に
対
す
る
保
護
と
い
う
認
識

に
ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
自
由
貿
易
政
策

を
強
力
に
推
し
進
め
る
現
政
権
に
と
っ
て
、

外
国
人
労
働
者
を
安
い
賃
金
で
雇
用
す
る
企

業
か
ら
生
産
さ
れ
た
製
品
を
輸
出
す
る
こ
と

は
、
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
す
る
強
力
な
人
権
意

識
を
持
つ
国
々
か
ら
の
批
難
、
つ
ま
り
貿
易

障
壁
問
題
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念

が
あ
る
。
と
は
い
え
、
外
国
人
労
働
者
に
よ

る
単
純
労
働
力
は
、
タ
イ
の
労
働
市
場
に
と

っ
て
も
は
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
事

実
。
大
学
研
究
機
関
の
外
国
人
労
働
者
の
労

働
需
要
予
測（
表
２
）は
、
タ
イ
の
労
働
市
場

に
と
っ
て
二
〇
〇
三
年
の
登
録
済
み
外
国
人

労
働
者
数
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。 

    

外
国
人
労
働
者
管
理

の
新
戦
略 

 

タ
イ
政
府
は
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る

高
い
需
要
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
密
入
国
や
、

不
法
移
民
が
行
う
麻
薬
取
引
や
売
春
、
人
身

売
買
な
ど
の
犯
罪
、
お
よ
び
エ
イ
ズ
な
ど
の

公
衆
衛
生
の
問
題
を
管
理
し
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
の
よ
う
だ
。
現
在
の
タ
ク
シ
ン
政

権
で
は
、
麻
薬
撲
滅
に
特
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
不
法
に
滞
留
し
て
い
る
外
国
人
に
対
し

て
は
厳
し
い
措
置
を
取
っ
て
い
る
。
日
本
を

含
む
先
進
国
か
ら
の
不
法
滞
在
に
対
し
て
も

神
経
を
尖
ら
せ
る
。
日
本
人
に
関
し
て
は
、

若
年
者
が
労
働
許
可
証
な
し
に
ノ
ン
イ
ミ
グ

ラ
ン
ト
ビ
ザ
で
タ
イ
に
入
国
し
、
現
地
の
日

系
企
業
に
現
地
人
採
用
と
し
て
就
職
す
る
ケ

ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
就
職
せ
ず

に
日
本
か
ら
の
資
金
を
元
に
、
長
期
滞
在
す

る
フ
リ
ー
タ
ー
感
覚
の
日
本
人
も
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。
政
府
は
、
日
本
人
に
対
し
て

も
月
給
六
万
バ
ー
ツ（
約
一
八
万
円
）以
下
の

も
の
に
関
し
て
は
、
ノ
ン
イ
ミ
グ
ラ
ン
ト
ビ

ザ
の
延
長
は
し
な
い
と
発
表
し
た
。
タ
イ
の

現
地
紙
に
よ
る
と
、
バ
ン
コ
ク
に
は
日
本
人

の
不
法
就
労
者
は
約
三
万
人
程
度
と
見
ら
れ
、

こ
の
数
は
日
本
大
使
館
に
在
留
届
を
出
し
て

い
る
二
万
八
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇
三
年
）
と

ほ
ぼ
等
し
い
数
に
な
っ
て
い
る
。 

 

政
府
は
こ
れ
ま
で
ラ
オ
ス
（
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
二
〇
〇
三
年
五

月
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
二
〇
〇
三
年
六
月
）

と
合
意
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
調
印
し
、
不
法

就
労
者
に
関
す
る
政
策
協
力
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
合
意
に
達
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年

三
月
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
は
、
各
県
の
知

事
を
こ
れ
ら
三
カ
国
か
ら
の
労
働
者
の
密
入

国
阻
止
・
予
防
・
抑
制
対
策
の
長
と
す
る
こ

と
と
し
、
外
国
人
労
働
者
管
理
の
た
め
の
七

つ
の
戦
略
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
　

①
外
国
人
労
働
者
雇
用
シ
ス
テ
ム
整
備
戦
略

②
外
国
人
労
働
者
雇
用
基
準
設
定
戦
略
③
密

入
国
外
国
人
労
働
者
阻
止
戦
略
④
密
入
国
外

国
人
労
働
者
逮
捕
・
訴
訟
戦
略
⑤
強
制
送
還

戦
略
⑥
外
国
人
労
働
者
シ
ス
テ
ム
整
備
広
報

戦
略
⑦
追
跡
・
評
価
戦
略
―
―
と
な
っ
て
い

る
。 

　
こ
れ
ら
の
新
戦
略
を
受
け
、
政
府
は
二
〇

〇
四
年
七
月
か
ら
、
登
録
制
度
を
大
き
く
改

革
し
た
。
登
録
済
み
の
労
働
者
に
一
三
桁
の

Ｉ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
を
与
え
、
登
録
情
報
（
氏
名
、

性
別
、
職
種
、
指
紋
、
出
身
地
な
ど
の
情
報
）

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
登
録
後
、
労
働
者
は

常
に
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
ら
れ
、
所
持
し
て
い
な
い
外
国
人
労
働

者
は
強
制
送
還
さ
れ
る
。
ま
た
、
タ
イ
で
の

雇
用
期
間
は
原
則
一
年
で
、
一
度
更
新
可
能

で
、
最
大
二
年
ま
で
就
労
で
き
る
。
ま
た
場

合
に
よ
っ
て
は
、
市
民
権
を
得
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
雇
用
登
録
を
行

っ
た
労
働
者
が
タ
イ
国
内
の
銀
行
口
座
を
開

設
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
は
外
国
人
労
働
者
の
保
護

が
目
的
。
従
来
外
国
人
労
働
者
は
仕
送
り
を

中
間
業
者
な
ど
に
依
存
し
て
き
た
た
め
、
詐

欺
や
窃
盗
な
ど
の
被
害
に
逢
う
こ
と
が
多
か

っ
た
た
め
だ
。 

   

両
側
面

、と
も
に
課
題 

　
現
在
の
タ
イ
で
は
、
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行

く
こ
と
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
は
じ
め
と
す
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外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
軽
減
へ
 

マレーシア 
る
外
国
人
を
目
に
す
る
こ
と
も
通
常
の
こ
と

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
海
外
に
出

稼
ぎ
に
行
く
労
働
者
が
登
録
済
み
人
数
で
約

五
五
万
人（
推
定
一
〇
〇
万
人
）、
タ
イ
で
働

く
外
国
人
労
働
者
が
約
一
三
〇
万
人（
推
定

二
〇
〇
万
人
）と
い
う
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

タ
イ
が
も
は
や
送
り
出
し
国
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
受
入
国
と
し
て
の
様
々
な
対
策
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
タ
イ

に
と
っ
て
単
純
労
働
力
と
し
て
の
外
国
人
労

働
者
が
も
は
や
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
以
上
、
労
働
者
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

労
働
者
の
流
入
に
伴
う
様
々
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
制
度
作
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
送
り
出
し
の
方
も
、

す
で
に
三
〇
年
以
上
海
外
に
人
材
を
送
り
出

し
て
い
る
歴
史
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
保
護
政
策
は
い
ま
だ
十
分

と
は
い
え
な
い
。
受
入
国
と
し
て
、
ま
た
送

り
出
し
国
と
し
て
の
両
方
の
問
題
は
と
も
に
、

今
後
の
タ
イ
の
労
働
政
策
の
重
要
な
課
題
と

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
国
際
研
究
部
） 
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マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
今
年
四
月
に
、
来

年
発
表
す
る
経
済
総
合
五
カ
年
計
画
「
第
九

次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
（
二
〇
〇
六
―
二
〇
一

〇
年
）
」
に
、
外
国
人
労
働
者
削
減
策
を
盛

り
込
む
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
以
降
、
次
々

と
新
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
外
国
人
労

働
者
委
員
会
委
員
長
の
ナ
ジ
ブ
副
首
相
は
、

「
こ
の
ま
ま
外
国
人
労
働
者
が
増
加
す
れ
ば
、

二
〇
一
〇
年
に
は
労
働
力
人
口
の
三
割
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
面
で
国
益
に
か

か
わ
る
」
と
の
懸
念
を
示
し
、
安
価
な
外
国

人
労
働
力
へ
の
依
存
を
軽
減
し
、
自
国
民
労

働
者
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
国
際
競

争
力
を
強
化
し
た
い
考
え
だ
。 

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
正
規
外
国
人
労
働
者
数
は
、

二
〇
〇
二
年
一
月
に
八
〇
万
人
で
あ
っ
た
の

が
、
二
〇
〇
四
年
七
月
に
は
一
三
〇
万
人
に

急
増
。
不
法
労
働
者
数
も
七
〇
万
人
に
及
ん

で
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
に
人
的
資
源
省
が
明
ら
か
に
し

た
規
制
強
化
の
中
身
は
、
①
国
家
職
業
訓
練

委
員
会
（
Ｍ
Ｌ
Ｖ
Ｋ
）
が
認
定
す
る
訓
練
期

間
で
の
事
前
研
修
の
義
務
化
②
雇
用
主
に
よ

る
直
接
契
約
の
義
務
化
（
仲
介
業
者
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
供
給
制
度

の
廃
止
）
④
外
国
人
を
優
遇
雇
用
す
る
企
業

に
対
す
る
罰
則
（
外
国
人
雇
用
禁
止
）
の
導

入
（
た
だ
し
、
採
用
募
集
広
告
を
週
二
回
以

上
掲
載
し
て
も
な
お
自
国
民
労
働
者
の
応
募

が
な
い
場
合
は
外
国
人
の
雇
用
を
容
認
）
⑤

肉
体
労
働
に
従
事
す
る
ビ
ザ
を
申
請
す
る
外

国
人
へ
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
関
す
る
基
礎
知
識

の
試
験
（
語
学
、
文
化
、
法
律
）
及
び
Ｍ
Ｌ

Ｖ
Ｋ
が
実
施
す
る
研
修
の
義
務
付
け
―
―
な

ど
。
こ
れ
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
か
た
ち
で

内
務
省
は
、
①
個
人
情
報
チ
ッ
プ
内
蔵
の
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
る
出
入
国
管
理
の
厳

重
化
②
指
紋
認
証
を
使
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
開
発
③
不
法
就
労
者
を
助
長
す
る
雇
用
主

へ
の
罰
則
強
化
④
滞
在
期
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
永
住
権
の
付
与
を
熟
練
労
働
者
の
み

に
限
定
―
―
な
ど
を
実
施
に
移
す
見
込
み
だ
。 

 

こ
う
し
た
規
制
強
化
策
と
平
行
し
て
人
的

資
源
省
は
八
月
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る

実
態
調
査
に
着
手
。
調
査
担
当
の
作
業
部
会

を
設
置
し
、
合
法
・
非
合
法
の
外
国
人
労
働

者
数
及
び
雇
用
主
の
業
種
の
把
握
を
急
い
で

い
る
。
調
査
結
果
は
、
来
年
二
月
に
公
表
を

予
定
。
そ
れ
を
も
と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
は
、
「
全

マ
レ
ー
シ
ア
人
に
仕
事
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
自
国
民
労
働
者
の
雇
用
優
先
を
目

的
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
。
同
時
に
、

外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
を
解
消
す
る
た
め
、

生
産
設
備
の
自
動
化
や
新
技
術
の
導
入
支
援

を
目
的
と
す
る
企
業
に
対
す
る
優
遇
制
度
の

検
討
も
進
め
て
い
る
。 

 

規
制
強
化
へ
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
、
ニ

ュ
ー
・
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
の
地

元
紙
も
、
外
国
人
受
刑
者
数
が
過
去
一
〇
年

間
で
三
倍
に
増
加
し
た
―
―
と
、
外
国
人
労

働
者
の
急
増
に
よ
る
国
内
へ
の
影
響
を
報
じ

て
い
る
。
現
在
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る

囚
人
は
四
万
人
強
だ
が
、
そ
の
う
ち
約
四
割

を
外
国
人
が
占
め
て
い
る
と
い
う
。
受
刑
者

の
増
加
に
伴
い
刑
務
所
の
維
持
費
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
、
外
国
人
労

働
者
の
外
国
送
金
へ
の
課
税
を
求
め
る
声
も

あ
が
っ
て
い
る
。 

　
地
元
紙
は
、
外
国
人
の
急
増
が
、
結
核
、

Ｂ
型
肝
炎
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染

症
増
加
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
も
報
じ
て
い
る
。
チ
ュ
ア
・
ソ
イ
レ
ッ

ク
保
健
相
は
九
月
四
日
、
昨
年
医
療
診
断
を

受
け
た
外
国
人
労
働
者
七
〇
万
人
の
う
ち
、

二
・
六
％
が
何
ら
か
の
感
染
症
に
か
か
っ
て

い
た
―
―
と
公
表
。
政
府
は
、
入
国
者
に
対

す
る
健
康
診
断
の
義
務
付
け
な
ど
の
対
応
策

を
講
じ
は
じ
め
て
い
る
。 

　
一
方
、
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
に
対
し
、

使
用
者
側
は
、
建
設
業
界
を
中
心
と
す
る
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

大
量
の
不
法
就
労
者
が
本
国
送
還
と
な
っ
た

結
果
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
と
い
っ
た
事
態
も
招
い
て
い
る
。
マ
レ
ー

シ
ア
経
営
者
連
盟
（
Ｍ
Ｅ
Ｆ
）
は
、
①
直
接

契
約
の
コ
ス
ト
が
大
き
い
②
ス
ム
ー
ズ
な
外

国
人
採
用
が
阻
害
さ
れ
、
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ

の
増
加
等
に
よ
る
不
法
滞
在
者
の
増
加
と
い

っ
た
逆
効
果
を
招
く
―
―
な
ど
を
理
由
に
、

仲
介
業
者
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
供
給
制
度

の
維
持
を
主
張
。
不
法
就
労
者
削
減
策
と
し

て
は
、
取
り
締
ま
り
強
化
に
よ
る
対
応
を
求

め
て
い
る
。 

　
　
　
　 

（
国
際
研
究
部
　
戎
居
皆
和
） 


